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要 旨 . リ ュ ウ キ ュ ウ ハ ラ ナ ガ ツ チ バ チ
Campsomeriella annuloides Sk. Yamane, 1999 を模
式産地の位置する西表島で再確認した . さらに
新しく石垣島および四国 ( 高知県 ) での分布を
確認した . 西表島 , 石垣島産と高知県産の個体
を比較し , 斑紋の差異を認めた . また , 本種の生
息環境の情報を記録した . さらに , 高知県の個
体群の由来について考察した .

はじめに

ツチバチ科は主に土中のコガネムシ科の幼虫に
産卵し , ハチの幼虫はこの寄主を捕食して育つ
捕食寄生者である (寺山 ･須田 2016). 一部 , 朽
木中のコガネムシ科やクワガタムシ科の幼虫に
捕食寄生を行う種もいる (寺山 ･須田 2016). 日
本からは 24種が知られるが , 比較的体サイズ
の大きいハチであるにも関わらず , 片方の性が
未知の種や , タイプのみ知られる種が存在し , 
また寄主も多くの種で不明である (寺山 ･須田 
2016). このことから , 日本産ツチバチ科の分類
や生態情報の解明度はいまだ十分とは言えない
状況にある . 
リ ュ ウ キ ュ ウ ハ ラ ナ ガ ツ チ バ チ

Campsomeriella annuloides Sk. Yamane, 1999 は
西表島および多良間島で得られたオスに基づ
き記載された種であり (Yamane 1999), メスは
未知である . ホロタイプは 1983年に Toyahara 
(Toyohara: 西表島豊原の誤記の可能性が高い ) 
で , パラタイプは Toyaharaのほかに , 1988年に
Tarama-jima (多良間島 ) で , 1991年に Haemida 
(西表島南風見田 )で得られている (Yamane 
1999). オスの外見はヒメハラナガツチバチ
Campsomeriella annulata (Fabricius, 1793) に酷似
するが , 頭盾と触角孔の間に黄斑があること , 
中胸背板は一様に密に点刻されること , 小盾板
と後胸背板にも多数の点刻があり , 光沢が鈍い
ことなどで区別できる (Sk. Yamane 1999; 寺山 ･
須田 2016). 本種の原記載以降の記録はなかっ
たが , 今回筆者らは模式産地の位置する西表島

において本種を再確認し , 加えて石垣島と四国 
(高知県 ) から本種を採集したため新産地とし
て記録を報告する . 
本種の同定および形態用語は寺山・須田 

(2016) に基づいた . 証拠標本については九州大
学農学部昆虫学研究室 (ELKU collection) に収蔵
される予定である .

記録

Campsomeriella annuloides Sk. Yamane, 1999
リュウキュウハラナガツチバチ
( 図 1, 図 2a, b, d, e)

検 視 標 本 . 1♂, Nosoko, Ishigaki City, Ishigaki 
Island., Okinawa Pref. ( 沖縄県石垣市石垣島野
底 ), 15 III 2015, K. Otsui leg.; 2♂, Haimi, Taketomi 
Town, Iriomote Island, Okinawa Pref. ( 沖縄県八重
山郡竹富町西表島南風見 ), 4 m, 28 VI 2017, K. 
Uemori leg.; 2♂, Oki, Tosashimizu City, Kochi Pref., 
( 高知県土佐清水市大岐 ), 3 m, 6. VIII. 2021, K. 
Uemori leg. [ELKU]

考察

西表島産 , 石垣島産の個体と四国産の個体の外
部形態を比較すると , 頭盾 , 小盾板 , 後胸背板の
斑紋の大きさに差異が見られた ( 図 2). 西表島
産 , 石垣島産の個体 ( 図 2a, d) は , 頭盾中央の黒
色部の最大幅は頭盾の最大幅の 0.5 倍程度で頭
盾下縁に達しない , 小盾板の 1 対の斑紋は大き
くかなり接近し , 斑紋間距離は小盾板の最大幅
の 0.05 倍程度 , 後胸背板の斑紋は中央で分割さ
れない . 対して四国産の個体（図 2b, e) は , 頭
盾中央の黒色部の最大幅は頭盾の最大幅の 0.65
倍程度で頭盾下縁に達する , 小盾板の 1 対の斑
紋は小さく , 斑紋間距離は小盾板の最大幅の 0.3
倍程度 , 後胸背板の斑紋は小さく中央で明瞭に
分割される . なお , 頭盾中央の黒色部は原記載
では 0.3–0.4 倍程度 (Yamane 1999) と記載されて
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いる . ただし , ツチバチ科の斑紋は地理的変異
及び個体変異の大きいものが多く ( 寺山・須田 
2016), 今回は数個体の比較であるため , 斑紋の
違いが地域差によって生じるものか , 個体差に
よって生じるものかは不明である . 

生息環境については西表島 , 四国では砂浜海
岸から連続する海岸林内であった ( 図 3). 西表
島 , 四国ともに , 海岸林の林床部を這うように
数個体が飛び交う姿を観察した . 一方 , 砂浜や
海岸林の内陸側の林縁 , 周辺の農作地などでは
確認できなかった . なお , 石垣島の採集環境の
記録はない . 西表島での調査の際 , 模式産地と
考えられる豊原 , 海岸に近い浦内川河口付近 , 
祖納などでは本種は確認できなかった . 石垣島
では , 別時期 (3 月 ) であるが砂浜海岸である伊
原間 , 伊野田で調査を行っており , その際も本
種を確認できなかった . さらに , 8 月に本土部の
いくつかの砂浜海岸 ( 高知県黒潮町 , 福岡県福
岡市 , 糸島市 , 鹿児島県東串良町 ) で調査を行
った際も本種を確認できておらず , 生息地は局
所的であることが推測される . 

今回の記録のうち , 高知県産の個体は旧北
区からの初記録でもあり , 東洋区に属する他の
産地から非常に離れた場所で確認された . その
ため , まず人為的移入の可能性について検討し
た . 国内のハチの人為的移入は , 砂場の造成な
どに伴う砂に紛れた移動 ( 例えば , 中峰 2015; 
ニッポンハナダカバチ Bembix nipponica Smith, 
1873) や貨物に紛れた移動 ( 例えば , Matsumoto 
et al. 2019; ワタナベツチバチ Scolia watanabei 
(Matsumura, 1912)) が知られている . 本種の生息
地周辺を管轄する土佐清水市農林水産課 , 大岐
地区地区長 , 幡多土木事務所 , 幡多林業事務所
に問い合わせたところ , 大岐浜は防波堤の造成
が行われている以外にめぼしい工事記録などは

なく , 少なくとも養浜のために砂を移入したよ
うな履歴はないようである ( 土佐清水市国立公
園＊ジオパーク推進課調べ , 2022 年 1 月時点 ). 
また , 大岐浜周辺には以布利港とあしずり港が
あるが , 定期的な貨物船の受け入れはないよう
である ( 土佐清水市国立公園＊ジオパーク推進
課調べ , 2022 年 1 月時点 ). このことから , 高知
県の個体群が砂や貨物の移動に便乗した人為的
移入個体群である可能性は考えにくい . 次に , 
自然分布の可能性について検討する . 土佐清水
市は黒潮の影響等によって温暖多雨な気候とな
っており , 熱帯・亜熱帯性の生物が分布してい
る地域である ( 高知県 2019). 昆虫類では , 主に
南西諸島に生息する種が黒潮に乗った流木な
どを使って南から運ばれ , 太平洋沿岸部にたど
り着き定着したと考えられている種がいる ( 後
藤 2000). 日本から知られている同属別種のう
ち , ヒメハラナガツチバチ C. annulata (Fabricius, 
1793) は土壌中のマメコガネやスジコガネの幼
虫に , 別属のアカスジツチバチ Scolia fascinata 
Smith, 1873 は朽木中のクワガタムシ類の幼虫
に , それぞれ捕食寄生することが知られている 
( 寺山・須田 2016). 本種の寄主や生活史などは
明らかになっておらず憶測の域をでないが , 本
種が朽木内のコウチュウに寄生する種であれ
ば , 同様に黒潮により分布を広げた可能性があ
る . また , 本種のオスは毛色や斑紋などの形態
が本州から東南アジアまで生息しているヒメハ
ラナガツチバチに酷似するため , 西南日本の海
岸で得られたヒメハラナガツチバチの中には
本種が含まれている可能性がある . 例えば , 宮
城 (1960) は 1959 年 8 月上旬 , 今回本種が得ら
れた土佐清水市に隣接する柏島地域の海岸にて
多数のヒメハラナガツチバチを採集している . 
しかし , 2021 年 8 月上旬の 5 日間に上森が土

[Report] Uemori & Otsui: Rediscovery of Campsomeriella annuloides.4

図１. リュウキュウハラナガツチバチ Campsomeriella annuloides Sk. Yamane, 1999, 側面観 , オス : (a) 西表島産 ; 
(b) 四国産 .
Fig. 1. Campsomeriella annuloides Sk. Yamane, 1999, lateral habitus, male: (a) from Iriomote Is.; (b) from Shikoku.



図 2. リュウキュウハラナガツチバチ Campsomeriella annuloides Sk. Yamane, 1999, 西表島産 (a, d), 四国産 (b, e), 
およびヒメハラナガツチバチ Campsomeriella annulata (Fabricius, 1793), 兵庫県産 (c, f), すべてオス : (a-c) 顔面 ; 
(d-f) 前胸背板 , 中胸盾板 , 小盾板 , および後胸背板 .
Fig. 2. Campsomeriella annuloides Sk. Yamane 1999 from Iriomote Is. (a, d), and from Shikoku (b, e), and 
Campsomeriella annulata (Fabricius, 1793) from Hyogo Pref, male: (a-c) head, frontal view; (d-f) mesosoma, dorsal 
view.
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佐清水市周辺で行った調査では , リュウキュウ
ハラナガツチバチ以外にキオビツチバチ Scolia 
oculata (Matsumura, 1911) 2 個体 , オオモンツチ
バ チ Scolia histrionica (Fabricius, 1787) 10 個 体 , 
オオハラナガツチバチ Megacampsomeris grossa 
(Fabricius, 1804) 1 個体 , キイロハラナガツチバ
チ Megacampsomeris mojiensis (Uchida, 1934) 10
個体以上を確認したにも関わらず , ヒメハラナ
ガツチバチを確認することはできなかった . 宮

城 (1960) の標本を確認できていないため確かな
ことは言えないが , 本種が記載前であったため
ヒメハラナガツチバチと誤同定されている可能
性がある . 

ハチはチョウやコウチュウに比べ愛好家が
少なく全国的に調査不足であること , 仮に公的
研究機関に標本が所蔵されていても未同定のま
まで記録として報告されていない可能性がある
ことなどから , 現在知られているリュウキュウ
ハラナガツチバチの分布は正確でない可能性が
ある . より広範な地域での調査に加え , 博物館
や大学などの収蔵標本の確認やヒメハラナガツ
チバチの過去の記録やその証拠標本を再検討す
ることで , リュウキュウハラナガツチバチの新
産地が明らかになる可能性がある . 今後 , 本種
の新産地が発見され , 生態情報や移入の有無な
どが明らかにされることが期待される .
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Yamane, 1999 in Shikoku.
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Rediscovery of Campsomeriella annuloides 
Sk. Yamane, 1999 (Hymenoptera: Scoliidae) 
in Iriomote Island, and first record from 
Ishigaki Island and Shikoku Island.
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Abstract. In this study, Campsomeriella annuloides 
Sk. Yamane, 1999 was rediscovered in Iriomote 

Island, and was newly recorded from Ishigaki 
Island and Shikoku Island. Intraspecific variation 
of body coloration was observed. Their habitats 
were also reported based on field observations. In 
addition, whether individuals in Kochi Prefecture are 
introduced or native is discussed.
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